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10001140863
引き出し線
●その他減点に該当の場合も加点除外の対象と明記しました
●加点上限を設けました。理由：分布の二極化防止、国際大会の加点の原則に「2点以上の評価項目を設定しないこと」との原則があるためそれを参考にしています。


10001140863
引き出し線
●金型設計競技を2H00としましたので図面採点等で得点差は出ると予測できるため時間加点は廃止します。

10001140863
引き出し線
●競技課題1の配点合計は5.0が妥当と考えます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
理由：
・58回、59回で体積未加点者がおらず評価に影響のない5点が存在していること
・体積加点を形状加点に足し、10点としても、59回実績では未完成者1名を除き10か所以下の形状違いにおさまっているため、減点を1点/1か所にしないと配点を移す意味がない。➡1点減点だと加工作業を伴わないにもかかわらず全体の評価（総得点）に与える影響が大きすぎる。
----------------------------------
廃止した体積加点分5点分の配点は、加工を伴う評価項目へ再配分して加工技能で序列をつけるよう変更すべきと考える。　　　　　　　　　　　　　　➡59回では1位以外の入賞者は寸法得点が拮抗しており序列付けが加工技能による比重が少ないので金型寸法や製品寸法に再配分する。

10001140863
引き出し線
●無記名については競技課題2-1に項目新設したため削除

10001140863
引き出し線
●形状加点と体積加点を同一項目に、両方OKで5.0点加点

10001140863
引き出し線
●この減点数に変更すれば59回実績に当てはめると競技課題1の得点分布が5.0～0点まで緩やかに傾斜します。
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10001140863
引き出し線
●減点に該当した選手は2番目の項目のみで存在している。
➡評価に影響していない項目を含めて1項目にまとめて配点を下げた。

10001140863
線

10001140863
引き出し線
●その他減点の該当者が多かったため項目を新設した。

10001140863
引き出し線
●他者と類似しない特殊な間違いがあった場合に適用。注釈文の誤字脱字など。

10001140863
引き出し線
●現状この項目ではガイドピンに対する評価しか実施していないため。

10001140863
引き出し線
●公差を明確に記すよう記載。0.04mm範囲であれば許容差は任意設定できる旨も記載。

10001140863
引き出し線
●表面粗さが曖昧な表現で加点除外した例が多いため文面を変更

10001140863
引き出し線
●表面粗さが曖昧な表現で加点除外した例が多いため文面を変更

10001140863
引き出し線
●幾何公差が加工禁止面に記入してあるなどの矛盾により加点除外した例が多いため、文面を変更

10001140863
引き出し線
●金型設計の自由化によりCV側にも逃がしをつける選手が見受けられたため新設

10001140863
引き出し線
●キャビティプレートの図面採点と同じ

10001140863
引き出し線
●公差を明確に記すよう記載。0.04mm範囲であれば許容差は任意設定できる旨も記載。

10001140863
引き出し線
●キャビティプレートの図面採点と同じ

10001140863
引き出し線
●キャビティプレートの図面採点と同じ

10001140863
引き出し線
●数の多いエジェクタピン穴をガイドピンと一緒に同一項目とすると採点しにくい、キャビティプレートの採点項目と配点比重が違うと考えるため新設して0.2点を配点。
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10001140863
引き出し線
●キャビティプレートの図面採点と同じ

10001140863
引き出し線
●公差を明確に記すよう記載。0.04mm範囲であれば許容差は任意設定できる旨も記載。

10001140863
引き出し線
●2か所を増設

理由：
・競技課題1の体積加点廃止分の加点5点分を、加工を伴う作業にあたる評価項目に移すため下記のようにした。
①金型の測定対象の製品寸法u、vを増設した（各1点）
　付随してこの項目の製品寸法u、vを増設した。（各0.5点）
②製品の測定対象の製品寸法U、Vを増設した（各1点）
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10001140863
引き出し線
●面取りに関する項目を新設したので配点を減らした。

10001140863
引き出し線
●面取りが不十分又は実施していない選手が多く、厳密にいうと選手本人の製作図面の面取りの注釈と異なる例が多かったため、きちんと実施している選手と差別できるように項目を新設する。（59回は減点の取り扱いにはしていない）

10001140863
引き出し線
●面取りが不十分又は実施していない選手が多く、厳密にいうと選手本人の製作図面の面取りの注釈と異なる例が多かったため、きちんと実施している選手と差別できるように項目を新設する。（59回は減点の取り扱いにはしていない）

10001140863
引き出し線
●面取りに関する項目を新設したので配点を減らした。

10001140863
引き出し線
●どのような形状を「主寸法1.5点」、「副寸法0.5点」として配点比重を重くする、軽くするのかの基準が曖昧であったため、すべて1点に統一する。

10001140863
引き出し線
●2か所を増設

理由：
・競技課題1の体積加点廃止分の加点5点分を、加工を伴う作業にあたる評価項目に移すため下記のようにした。
①金型の測定対象の製品寸法u、vを増設した（各1点）
　付随してこの項目の図面製品寸法u、vを増設した。（各0.5点）
②製品の測定対象の製品寸法U、Vを増設した（各1点）
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10001140863
引き出し線
●公差を0.03に変更する。

理由：成形品寸法採点で得点差をつけるため。

10001140863
引き出し線
●どのような形状を「主寸法1.5点」、「副寸法0.5点」として配点比重を重くする、軽くするのかの基準が曖昧であったため、すべて1点に統一する。

10001140863
引き出し線
●2か所を増設

理由：
・競技課題1の体積加点廃止分の加点5点分を、加工を伴う作業にあたる評価項目に移すため下記のようにした。
①金型の測定対象の製品寸法u、vを増設した（各1点）
　付随してこの項目の図面製品寸法u、vを増設した。（各0.5点）
②製品の測定対象の製品寸法U、Vを増設した（各1点）

10001140863
引き出し線
●減点の項目を減点増とした

理由：
・緩い部品、固い部品が混在していても、提出して組み立ててあれば1点がもらえる仕組みであったため。
「組み立てが完全かどうか」は重要な判断基準であり外観1項目最大1点に対しての配点比率を考慮して減点増とした。

10001140863
引き出し線
●外観採点を細分化

理由：
従来採点だと各項目で秀でた部分があっても、同一項目の他の種類の不良によって加点除外されるケースが多く、また、1点刻みでしか得点差がつかないため改変した。

透明度など導入を検討したが今回はAに「磨きスジ」を観点に含めるにとどめた。

また、金型磨きの品質による製品表面の状態など、選手の技能面に係る部分は配点比重を高くし、製品設計に起因するものや対策が容易なものは配点を低くした。

判断基準に関しては「③-2　外観評価シート」を参照してください。
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